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練馬区教育委員会

生　涯　学　習　課

（文化財係）

≠L　3993－1111

〒176－8501

練馬区豊玉北6－12－1

第

壷岩
に　 練

芦誓罠
芸 統と　　　 工

苧　蓑

日
月
1
日
か
ら
7
日
は
文
化
財
保
護
強
調

週
間
で
す
。
昭
和
2
4
年
に
火
災
に
遭
っ
た
法
隆

寺
金
堂
の
修
復
工
事
が
、
昭
和
2
9
年
1
1
月
2

日
、
竣
工
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
そ
の

前
後
の
一
週
間
を
　
「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」

と
定
め
、
全
国
的
に
文
化
財
の
保
護
と
活
用
に

つ
い
て
考
え
る
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

都
が
主
唱
す
る
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
も
文

化
財
に
触
れ
る
機
会
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
文

化
財
を
身
近
で
親
し
み
の
あ
る
存
在
と
感
じ
、

保
護
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
な
わ
れ
、

8
年
目
を
迎
え
ま
す
。

日
月
3
日
　
（
木
・
祝
）
　
か
ら
1
3
日
　
（
日
）

ま
で
の
1
1
日
間
、
都
内
全
域
で
国
及
び
都
指
定

文
化
財
3
3
1
件
を
一
斉
に
公
開
す
る
と
と
も
に
、

1
0
月
1
日
（
土
）
　
か
ら
日
月
3
0
日
　
（
水
）
ま

で
は
、
文
化
財
関
連
企
画
事
業
と
し
て
1
2
4
事
業

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

練
馬
区
も
毎
年
参
加
し
て
お
り
、
区
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ァ
が
企
画
・
運
営
に
携
わ
る
　
「
文
化
財

め
ぐ
り
」
　
を
春
に
引
続
き
実
施
し
ま
す
。
区
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
の
方
々
が
二
ペ
ー
ジ
に
ご
案
内

し
た
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
調
査
や
実
踏
を
重
ね

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

春の文化財めぐり

ル
や
出
土
品
を
展
示
し
て
解
説
し
ま
す
。

公
開
事
業
と
し
て
は
四
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
す

る
区
内
の
国
及
び
都
指
定
文
化
財
が
　
「
特
別
公

開
」
　
を
含
め
公
開
さ
れ
ま
す
。
の
ぼ
り
が
立
て

ら
れ
解
説
カ
ー
ド
も
用
意
さ
れ
ま
す
。

歩
く
に
は
い
い
季
節
で
す
。
ウ
イ
ー
ク
期
間

中
は
他
区
・
市
・
町
・
村
の
事
業
も
そ
の
対
象

者
を
在
住
・
在
勤
に
限
定
せ
ず
、
都
全
域
に
広

げ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
も
う
区
内
の
主
要
な

文
化
財
は
ご
覧
に
な
っ
た
と
い
う
方
は
、
思
い

切
っ
て
足
を
伸
ば
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

特
に
近
隣
区
の
由
緒
あ
る
文
化
財
を
知
る
こ
と

で
“
ふ
る
さ
と
　
ね
り
ま
″
　
の
再
発
見
に
つ
な

が
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
事
業
内
容
の
詳
細
を
記
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
9
月
末
、
公
開
文
化
財
の
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
は
1
0
月
下
旬
に
、
東
京
都
教
育
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
両
案
内
書

と
も
1
0
月
末
に
は
練
馬
区
教
育
委
員
会
文
化

財
係
や
郷
土
資
料
室
の
窓
H
で
配
布
出
来
る
予

昔
か
ら
伝
わ
る
技
術
で
、
そ
れ
を
受
け
継
ぐ

職
人
が
、
手
作
り
で
作
り
上
げ
る
伝
統
工
芸
品
。

練
馬
に
活
き
続
け
る
江
戸
の
心
と
技
が
作
品
の

一
つ
ひ
と
つ
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

画
一
品
の
大
量
生
産
、
そ
し
て
使
い
捨
て
と

い
う
生
活
様
式
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
代
に
も
、

練
馬
で
受
け
継
が
れ
、
育
ま
れ
た
伝
統
工
芸
。

こ
の
機
会
に
、
練
馬
の
伝
統
工
芸
の
　
「
心
」

と
　
「
技
」
　
に
ぜ
ひ
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き
　
1
0
月
2
8
日
（
金
）
～
3
0
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

▽
と
こ
ろ
　
石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ピ
ア
レ
ス
A
棟
2
・
3
階
）

西
武
池
袋
線
　
「
石
神
井
公
園
駅
」

北
口
下
車
　
徒
歩
1
分

▽
主
　
催
　
練
馬
区
伝
統
工
芸
会

▽
後
　
援
　
練
馬
区
・
練
馬
区
教
育
委
員
会

ま
た
、
日
月
3
日
に
は
石
神
井
城
跡
　
（
中
世

の
武
将
豊
島
氏
の
城
郭
跡
）
　
を
解
説
を
聞
き
な

が
ら
歩
く
ミ
ニ
・
ツ
ア
ー
や
、
主
郭
内
で
は
平

成
1
0
年
度
か
ら
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
バ
ネ

本
号
で
ご
紹
介
の
　
「
文
化
財
め
ぐ
り
」

や
「
城
跡
ツ
ア
ー
」
の
参
加
方
法
な
ど
詳

細
は
、
1
0
月
日
日
発
行
の
ね
り
ま
区
報

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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わ
か
毒
　
お
り
手
の
文
化
財
助
く
り

申

込

方

法

電

話

に

て

、

10

月

1

2

日

（

水

）

か

ら

1

0

月

3

0

日

（

日

）

ま

で

受

付

け

ま

す

。

（

各

コ

ー

ス

6

0

名

先

着

順

）

申

込

先

郷

土

資

料

室

0

3

（

3

9

9

6

）

0

5

6

3

（

月

曜

休

室

）

●
練
馬
高
野
台
駅
出
発
コ
ー
ス

江
，
ア
の
奇
利
・
長
今
寺
、
錦
秋
の
点

紳
井
叫
給
い
を
歩
く

◎
　
実
施
日
　
1
1
月
2
日
（
水
）

◎
　
集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
9
時
・

練
馬
高
野
台
駅
南
口

◎
　
終
了
予
定
時
間
　
正
午

◎
　
解
散
場
所
　
石
神
井
公
園
（
最
寄

り
駅
石
神
井
公
園
駅
）

◎
　
コ
ー
ス
概
略
　
長
命
寺
1
平
成
み

あ
い
橋
1
榎
本
家
長
屋
門
1
お
ぐ

ら
や
ま
憩
い
の
森
1
観
蔵
院
1
南

田
中
稲
荷
天
祖
神
社
1
禅
定
院
1

石
神
井
公
園
　
（
旧
第
二
豊
田
園
）

◎
　
歩
行
距
離
　
約
4
k
m

●
江
古
田
駅
出
発
コ
ー
ス

文
代
量
る
江
奇
咽
叔
何
夜
を診

ね
る

◎
　
実
施
日
　
1
1
月
1
0
日
（
木
）

◎
　
集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
9
時
・

江
古
田
駅
南
口

◎
　
終
了
予
定
時
間
　
正
午

◎
　
解
散
場
所
　
浅
間
神
社
（
最
寄
り

駅
江
古
田
駅
）

◎
　
コ
ー
ス
概
略
　
武
蔵
大
学
↓
栄
町

庚
申
塔
1
青
柳
家
住
宅
1
武
蔵
野

音
大
楽
器
博
物
館
1
八
雲
神
社
1

小
竹
遺
跡
1
小
竹
庚
申
塔
群
↓
能

満
寺
↓
浅
間
神
社

◎
　
歩
行
距
離
　
約
4
k
m

●
豊
島
園
駅
出
発
コ
ー
ス

線
名
大
根
の
ふ
る
里
を
た
ず
ね
て
～

上
線
名
村
を
強
く

◎
実
施
日
1
1
月
1
7
日
（
木
）

◎
集
合
時
間
・
場
所
午
前
9
時
・

西
武
線
豊
島
園
駅

◎
終
了
予
定
時
間
正
午

◎
解
散
場
所
八
幡
神
社
（
最
寄
り

駅
光
が
丘
駅
）

◎
コ
ー
ス
概
略
練
馬
城
址
1
石
川

稲
荷
社
1
春
日
小
（
尾
崎
遺
跡
）

↓
春
日
神
社
↓
寿
福
寺
↓
練
馬
大

根
碑
1
愛
染
院
1
相
原
家
薬
医
門

1
八
幡
神
社

◎
歩
行
距
離
約
4
・

5
k
m

●
大
泉
学
園
駅
出
発
コ
ー
ス

大
泉
村
ふ
る
さ
と
指
奇

～
蹄
，
ア
過
と
白
子
叫
～

◎
　
実
施
日
　
1
1
月
2
5
日
　
（
金
）

◎
　
集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
9
時
・

大
泉
学
園
駅
北
口

◎
　
終
了
予
定
時
間
　
正
午

◎
　
解
散
場
所
　
牧
野
記
念
庭
園
（
最

寄
り
駅
大
泉
学
園
駅
）

◎
　
コ
ー
ス
概
略
　
北
野
神
社
1
旧
大

泉
村
役
場
跡
1
諏
訪
神
社
↓
本
照

寺
1
清
戸
道
1
妙
福
寺
↓
白
子
川

1
大
泉
井
頭
公
園
1
牧
野
記
念
庭

園

◎
　
歩
行
距
離
　
約
5
k
m

十王像（長命寺）

濯　川（武蔵大学）

相原家薬医門

井頭のヤナギ

（大泉井頭公園）

2



第65号　ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年（2005）10月

　　「

梁覧
と　 ボ
忍　 ラ
者　 享
の　　イ
里　 忘

由　 会

子　 遠
川　 営

法皇
っ　 跡

二　 手

を　②
歩
く

本
コ
ー
ス
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
、
史
跡

散
歩
4
コ
ー
ス
中
、
最
も
距
離
が
長
く
5

k
m
以
上
で
す
。
区
内
北
西
部
の
白
子
川
に
沿

っ
て
文
化
財
を
巡
り
ま
す
。
コ
ー
ス
の
大
部

分
を
占
め
る
地
域
は
旧
橋
戸
村
で
、
江
戸
時

代
伊
賀
組
の
給
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

出
発
は
大
泉
学
園
駅
北
口
で
す
。
交
通
量

の
多
い
大
泉
街
道
　
（
清
戸
道
）
　
に
出
る
と
前

方
に
み
え
る
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
が
あ
る
寺
が

妙
延
寺
①
で
す
。
大
き
な
題
目
塔
な
ど
の
石

造
物
が
あ
り
ま
す
。
寺
の
脇
を
抜
け
て
北
に

進
む
と
外
山
遺
跡
②
で
す
。
現
在
は
都
営
住

宅
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
面
影
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
旧
石
器
時
代
の
黒
曜
石
の
石
器
製
作

跡
や
縄
文
時
代
中
期
の
住
居
跡
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
坂
を
降
り
、
川
を
渡
る
と

弁
天
池
低
湿
地
遺
跡
③
に
至
り
ま
す
。
縄
文

時
代
後
期
の
貯
蔵
穴
か
ら
竹
籠
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
。
川
の
氾
濫
原
で
あ
っ
た
た
め
に
貴

重
な
有
機
質
の
木
製
品
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

遺
跡
傍
に
弁
天
池
公
園
が
あ
り
ま
す
。
公
園

か
ら
南
を
見
ま
す
と
、
外
山
遺
跡
が
台
地
縁

辺
に
あ
り
、
そ
の
卜
に
川
と
低
湿
地
帯
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
も
と

の
道
に
戻
っ
て
北
に
行
く
と
、
教
学
院
④
で

す
。
左
手
に
閻
魔
　
（
え
ん
ま
）
　
十
王
像
と
区

内
で
も
珍
し
い
壇
肇
瞳
　
（
だ
ん
だ
と
う
）
　
が
あ

り
ま
す
。
蓮
台
に
柔
和
な
相
と
憤
怒
の
相
、
2

頭
が
彫
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
壇
撃
瞳
は
閣
魔
大

王
が
善
悪
を
察
知
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
教

学
院
を
北
に
進
み
目
白
通
り
に
で
る
と
向
か
い

に
氷
川
神
社
⑤
が
あ
り
ま
す
。
参
道
か
ら
階
段

を
上
り
、
本
殿
左
に
伊
賀
衆
奉
納
の
水
盤
と
鳥

居
が
あ
り
ま
す
。
水
盤
に
は
伊
賀
者
組
頭
・
地

方
掛
9
人
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

鳥
居
に
も
奉
納
者
9
9
人
の
中
に
伊
賀
者
の
姓

名
が
み
ら
れ
ま
す
。
両
者
と
も
嘉
永
2
年
（
▲
■

八
四
九
）
　
の
銘
が
あ
り
ま
す
。
目
白
通
り
に
戻

り
左
手
に
進
む
と
、
び
く
に
公
園
の
奥
に
八
の

釜
の
湧
き
水
⑥
が
あ
り
、
現
在
で
も
豊
か
な
水

を
白
子
川
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
目
白
通
り

を
渡
っ
て
、
外
か
く
環
状
道
路
の
ル
ー
プ
の

脇
を
越
え
る
と
、
そ
こ
に
は
比
丘
尼
橋
⑦
が

あ
り
、
大
泉
橋
戸
公
園
⑧
が
あ
り
ま
す
。
現

在
調
節
池
に
な
っ
て
い
る
部
分
は
愛
宕
下
遺

跡
で
す
。
旧
石
器
時
代
の
礫
群
（
調
理
場
跡
）

や
縄
文
時
代
前
期
の
住
居
跡
な
ど
が
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
か
ら
川
沿
い
に
歩

き
ま
す
。
あ
か
ま
つ
緑
地
に
は
湧
き
水
が
あ

り
、
こ
の
先
の
中
里
泉
公
園
に
も
湧
き
水
が

あ
り
ま
す
。
別
荘
橋
⑨
ま
で
進
む
と
長
久
保

道
に
で
ま
す
。
地
蔵
と
庚
申
塔
が
祀
ら
れ
て

さ
ら
に
川
沿
い
を
歩
く
と
稲
荷
山
憩
い
の
森

⑫
が
あ
り
、
湧
き
水
の
池
に
は
鯉
が
気
持
ち

よ
く
泳
い
で
い
ま
す
。
山
道
を
進
み
上
が
っ

て
い
く
と
土
支
田
八
幡
宮
⑬
で
す
。
こ
こ
か

ら
住
宅
と
畑
を
抜
け
る
と
土
支
田
通
り
で
、

「
土
支
田
八
幡
宮
前
」
　
バ
ス
停
か
ら
石
神
井

公
園
駅
か
成
増
駅
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
コ
ー
ス
は
、
距
離
が
長
い
も
の
の
区
内

で
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
森
林
と
湧
き

水
を
楽
し
め
る
健
脚
向
き
の
も
の
で
す
。

伊賀衆奉納の水盤・鳥居

い
ま
す
。
道
を
渡
り
左

手
に
少
し
進
む
と
八
坂

神
社
が
あ
り
ま
す
。
境

内
隣
に
中
里
の
富
士
塚

⑲
が
あ
り
ま
す
。
山
頂

に
上
る
と
南
の
眺
望
が

楽
し
め
ま
す
。
し
か
し
、

北
側
は
宅
地
開
発
の
波

が
直
ぐ
際
ま
で
迫
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

す
。再

び
別
荘
橋
に
も
ど

り
、
川
沿
い
に
行
く
と

崖
側
は
清
水
山
憩
い
の

森
⑪
で
す
。
3
月
末
の

′／⑱土支田

．．・1八幡宮

中里富士塚⑱

桜
の
咲
く
頃
に
は
自
生

し
て
い
る
カ
タ
ク
リ
の
　
パ
い
認

村戸楕日

花
が
見
ら
れ
ま
す
。
豊

か
な
湧
き
水
は
森
に
よ
　
末
亀
恩
。

っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
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戸
線
）
　
下
車
徒
歩
5
分

［
公
開
時
間
］
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

尾
崎
遺
跡
　
（
都
指
定
史
跡
）

石
神
井
城
跡
及
び
三
宝
寺
池

（
都
指
定
旧
跡
）

郷
土
資
料
室
が
仮
設
収
蔵
庫
へ

一
時
移
転
し
ま
す

春
日
小
学
校
建
設
に
あ
た
っ
て
、
昭
和
5
4
・

5
5
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
旧
石
器
時
代
か
ら

近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
す
。
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
指
定
範
囲
で
す
。
ナ
イ
フ
形
石
器
や

縄
文
土
器
・
中
近
世
の
陶
磁
器
な
ど
の
出
土
品

が
展
示
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

［
所
在
地
］
春
日
町
5
－
1

2
・
1

春
日
小
学
校
内

［
交
通
］
練
馬
春
日
町
駅
（
都
営
大
江
戸
線
）

下
車
徒
歩
8
分

［
公
開
時
間
］
土
曜
・
日
曜
の
午
前
1
0
時
か
ら

午
後
4
時

＊
必
ず
学
校
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
尾
崎
遺
跡
出
土
品
解
説
会
】

日
月
1
3
日
（
日
）
午
前
1

0
時
3
0
分
か
ら
午

後
2
時
ま
で
、
学
芸
員
が
出
土
品
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

三
宝
寺
池
は
武
蔵
野
三
大
湧
水
地
の
一
つ
で
、

か
つ
て
は
湧
き
水
が
豊
富
で
、
石
神
井
川
の
源

流
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
南
側
の
台
地

に
、
石
神
井
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
中
世
に
こ
の

あ
た
り
を
支
配
し
て
い
た
豊
島
氏
の
城
跡
で
、

太
田
道
港
に
攻
め
ら
れ
、
一
四
七
七
年
に
落
城

し
て
い
ま
す
。
主
郭
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
は
、

土
塁
や
堀
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
主
郭
の
特
別
公
開
】

1

1
月
3
日
か
ら
1
3
日
午
前
9
時
3
0
分

か
ら
午
後
4
時
3
0
分

［
所
在
地
］
石
神
井
台
一
丁
目
ほ
か

都
立
石
神
井
公
園
内

［
交
通
］
石
神
井
公
園
駅
（
西
武
池
袋
線
）

下
車
徒
歩
1

5
分

＊
練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

［
所
在
地
］
練
馬
4
1
2
　
日
山
神
社
境
内

［
交
　
通
］
豊
島
固
駅
下
車
徒
歩
5
分

＊
江
古
田
の
富
士
塚

（
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
）

［
所
在
地
］
小
竹
町
1
－
5
9
　
浅
間
神
社
境
内

［
交
　
通
］
　
江
古
田
駅
下
車
徒
歩
1
分

＊
東
高
野
山
奥
之
院
（
都
指
定
史
跡
）

［
所
在
地
］
高
野
台
3
・
1
0
　
長
命
寺
境
内

［
交
　
通
］
練
馬
高
野
台
駅
下
車
徒
歩
5
分

郷
土
資
料
室
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事

を
行
な
う
た
め
、
左
記
の
と
お
り
一
時
移
転
し

ま
す
。
資
料
閲
覧
・
相
談
、
刊
行
物
の
有
償
頒

布
な
ど
の
業
務
は
行
い
ま
す
が
、
展
示
室
の
利

用
は
出
来
ま
せ
ん
。

※
1
0
月
2
4
日
（
月
）
～
3
1
日
（
月
）
、
来
年
1

月
2
3
日
　
（
月
）
　
～
3
1
日
　
（
火
）
　
は
移
転
準
備

の
た
め
休
重
し
ま
す
。

小
野
蘭
山
墓
　
（
都
指
定
旧
跡
〓

●－■HHHHHHHH■●◆

三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落

（
都
指
定
天
然
記
念
物
）

東高野山奥之院

▽
移
転
期
間
　
1
1
月
1
日
　
（
火
）
　
～

来
年
1
月
2
2
日
（
目
）

▽
移
転
先
　
　
郷
土
資
料
仮
設
収
蔵
庫

（
石
神
井
町
5
・
1
2
－
7
）

▽
問
合
せ
　
　
郷
土
資
料
室

胤
3
9
9
6
・
0
5
6
3

文
化
財
保
護
審
議
会

新
任
委
員
の
紹
介

小
野
蘭
山
（
一
七
二
九
～
一
八
一
〇
）
　
は
江

戸
中
期
に
活
躍
し
た
本
草
学
（
博
物
学
）
者
で
、

そ
の
講
義
を
弟
子
が
ま
と
め
た
　
「
本
草
綱
目
啓

蒙
」
　
四
八
巻
は
、
わ
が
国
最
大
の
本
草
学
の
文

献
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

［
所
在
地
］
練
馬
4
・
2
7
　
迎
接
院
墓
地
内

［
交
　
通
］
豊
島
園
駅
（
西
武
線
・
都
営
大
江

三
宝
寺
池
の
中
央
　
「
中
の
島
」
　
周
辺
が
指
定

範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
の
水

生
植
物
を
中
心
に
、
貴
重
な
植
物
相
が
み
ら
れ

ま
す
。
水
質
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
絶
滅
し
て

し
ま
っ
た
植
物
も
あ
り
ま
す
が
、
保
護
へ
の
取

り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
所
在
地
な
ど
は
右
記
に
同
じ
）

＊
池
永
道
雲
墓
（
都
指
定
旧
跡
）

［
所
在
地
］
練
馬
4
－
2
7
　
受
用
院
墓
地
内

［
交
　
通
］
豊
島
園
駅
下
車
徒
歩
3
分

＊
練
馬
城
跡
（
都
指
定
旧
跡
）

［
所
在
地
］
向
山
3
－
2
5
他

［
交
　
通
］
豊
島
固
駅
前

文
化
財
を
訪
れ
る
際
に
は
、

所
有
者
や
周
囲

の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

本
年
四
月
よ
り
、
山
崎
弘
氏
の
後
任
に
、
法

政
大
学
教
授
の
古
川
修
文
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

建
築
環
境
・
建
築
構
法
が
専
門
で
す
。

記
事
訂
正
の
お
知
ら
せ

前
号
で
　
「
林
稲
荷
の
庚
申
塔
」
　
の
所
有
者
を

氷
川
神
社
と
記
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
市
杵
島

神
社
の
所
有
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
訂
正
し

ま
す
。
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